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相模湾初島沖シロウリガイコロニー周辺の現世
底生有孔虫群集

秋元和寅*1*2　 田中武男゛2　服部睦男＊2　堀田　宏＊2

相模湾初島沖シロウリ貝コロニ ーの臨生有孔虫群集を記載し，湾内 の同深度の底

質献料に産出する群襲と比較することで，深海 冷水湧水現象にともな う有孔虫を把

握し た。

１） 柵模湾西部の中部漸深海帯には，主要稙と随伴種の組合せによって４底生

打孔虫 群襲が麗められた。

２〉 シロウリ貝コロニ ー内部では ａ,lil,i･,ａ ｓlriala が， 周辺ではj?･･thtrfff,㎡ａ山ｊ

sp. A 多 産する。

３） 上述２種がコロニーで多 産する原因は。コロニ ーでの冷水湧水にともな う

局所的な環境変化による。

４ ） この２独 がコロニーの内 部と周辺で産出娘度か異なるのは。酸化 一還冗環

境の違い を反映していると思われる。
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｜ 。 は じ め に

日仏 海 溝 計測 に おい て ， プ レー ト境 界近 修の 曲

海卜･ラ フの 天竜 海 底 谷お よ び和 模湾 初 鳥i･IIか ら シ

ロウ リ 只コ ロニ ーが 報告 さ れ， コロニ ーを構成 す

る シ ロ ウリ 貝の 生 命 を維持 す る ため のエ ネル ギ ー

源 お よ びそ の供給 槻 構 につ い て ，地球 化 学 的・ 生

物 学 的 に 様 々 な 研 究 が 行 わ れ て き た （例 え ば ，

Kaiko Steering Committee. 1986j 。 こ う し た 中

で ，高 等動 物 で 一般 的 な酸 素呼I既に 基づ く止理 と

全 く異 な る深 海湧 水に 含 まれ る メ タンガ スまたは

硫 化水 素 を利 用す る メ タ ン細 蘭 や，硫 化 水 素巌化

型化 学 合成 細 陶の 発 見 等成果 を上げ てき た。

こ の よ うに 現 齔の シ ロウ1 月! コ ロニ ー釟』辺 の堆

積 畷 境は ， 高 濃度 の 水溶 性メ タ ンを含 む間 隙水 を

生 成 す る 深 海 冷 湧 水 の 存 在(Sakai ，lgl ｡，

）987:Gamo et al.｡1988 ） 等 ， 通常 の 堆 航環 境 とは

翼な る。 こ うした環境 に 適応 一生 息 する 右孔 虫の

食竹 は， 通常 の環境に 生息 する 右孔 虫の そ れとは

大 きく異な る こ とが 予 想 される 。

相 模 湾 両 部 の 初 島 東 方 の1111合 約 ７ km. 水 深

H00m 付 近 に ， 伊 豆 牛 島 東 側 の 陸棚 斜iii と 和 模

トラ フ まで広 が る覩斜 而 の境 界かあ る。 こ の| 軻北

に 連 続する 勾 配 の皿 曲 部に ほほ 一 致 して 点 々 とシ

ロ ウ リガ イコ ロニ ーが 存在 し， 深 海 冷湧 水が 報告

され ている （F ｕjioka,fjal･｡1989 な ど ）。

Fljjioka.f111.0989 ） は,  KT 88- 】航 海 で 相 模

i穹内 食域をI澗査 し。 初ぷjlllシ ロ ウ リ 只コ ロニ ー周

辺 では ，１。iiierfo㎡aides ｌｌｆｘif・････ｓ と 海 水 中 の メ

タ ン ガ ス の| 刹 係 を 記 述 し て い る 。 秋 元 ほ か

（1989 ）は ，F ｕjioka,flal. （1989 ） の 成 果 のａ に

深 海 湧 水現 象に 伴 う岐 止 布孔 虫 群 集 の研 究 の 忿:義

を述 べ ている 。 しか しな が ら，llj12 論 文 で用 い

ら れ た ピ スト ンコ ア ーの 試 料には シ ロウ1 月1 の 穀

が 含 まれては い た が， コ ロニ ー内 部 から剱 実 に 採

象 され たコ ア ーか 判断 で き ず。 コ ロニ ー特ｲf の 竹

孔 虫 靜集 と断 定 す るこ とは できな か った。 こ うし

た|司壥 を觧illjす る ために 召 人潜 水船 に よる 測 慳が

必 霖 であ った。

-‥ 方。 海底 湧 水現 象 を も たらす 原 川 と し て， プ

レ ー ト境 界にお け る 圧密 に よ る堆 積 物11』の1111 1砌 水

の絞 り1111し と 。 闘|靭 水が 湧 水に な る た めのii 略 と

なる 断 層 の 存 在 か 考え ら れ て い るf 海 滿:||・ 究

グ1レーブ｡1987) 、Niil ｓl1111agllgj.11989 囗 ま。 地

質的遇去において活動的縁 辺郤であ ったΞiili半励

の池子層 から，化石シロウリ貝コロニ ーの産出 を

報告し， かつてのプレート境 界を頏翦 している。

このように，シロ ウ1川1 コロニーの存在は。現 氈

のみならず地質学的冶去においても重喫であ り。

古生物学 ならびに榊 造地質学的にも注目をあつ め

ている。 したがって，シロ ウリ只コロニ ー周辺の

現Ｒ底生 布孔虫の資科は，地球科学の分野に も彰

響 をおよぽすものと考えら れる。

本研允は， 深海における冷湧水環境に伴う底 生

有孔虫霑集 と環岐因子との関係を明らかにするこ

とを目的 として，こ れまで多 くの潜航調査がな さ

れ， 地球化乎的資科の蓄積 されている初jぷ11rシロ

ウリj4 コロニ ーについて，「し んかい2000 」に よ

って 採集 された底質試料を分析 した。 コロニーに

関係した俳集を諡illするために。初島i'l1シロウリ

ガ イコロニ ーの６試科と，コロニーの報告のない

熱川東北班沖および111模」|11111の1司深度の ７試科 を

齔餃|｡ 夕･1121n.



２．試料およびその処理

「しんかい2000」のチューブコアラ一によって乱

れのない底貿試料を採集し，柱状試料の最上部２

ｃｍを分析に使用した。

室内において，底貿試科を目開き0.063mm の

笳上で水洗し，残渣の乾燥・評量後，分割器を用

いて，分割試料中に底生および浮遊性有孔虫がそ

れぞれ200個体程度含まれるように分割を繰り返

した。双眼実体鏡下で分割試料中の柆径■0.074・ｍ

以上の浮遊性・底生布孔虫を全個体拾い出した。

３．珊境の概要

３．１　海 底 地 形

|司１に和模湾の海底地形の概要を示した。相模

i弯は和模|･ラフを髄として東部と西部で地形が異

なる。

相模湾西部には人陸棚が発達せず，沿岸からす

ぐに大陸覩斜iiliがほじ まる。 水深1200nl には相

佼トラフにつながる綏斜面との境界にあたる勾配

の皿曲部が|何北に続く。

扣膜湾北東部には人陸棚が広がる。その南西に

は北円－11j束に連裁するilllの|||堆歹||と呼ばれる水

深約500m 誨丘齶が発達する。 きらに，これら海

丘靜を北内一南東または東西方向の海底谷が下剣

する。

irl･ll火から巾東に水深1 500・ のll模トラフ が

延び。日本海i副こつながる。

なお。和模湾叫部の人ll顫斜面および沖の|ll堆

列の基部には活断層の存在が推定されている（活

断層研究会｡1980 ）。

3.2　 水　　 塊

初島沖コロニー近傍の海水のia度 一塩分ia皮の

鉛直変化が，Ganlo。Int.  (1988) によって偃告

されている。それらによると， 水深肺0111以深で

は水温3.0℃でほぼ一定である。

ところが，|ﾇ13は，初jぶ･IIシロウリ1!コロニー

周辺で実施された「し人かい加0｛｝」のＳ潜航調査

における航囀;図1 図２）を編集し，その上にａ航

海で得られた温度・塩分濃度を記人・Ｍ化したも

のである。 この1ﾇ|によるとコロニー上は水温

3.2℃と，周辺に比べ濫皮が0.1～0.2℃高い。さ

らに，l･･1コロニ ー内において地111温皮に十〇｡5℃

143　 初 鳥 沖 シ ロ ウ リ1t コ ロ ニ ー 周 辺 の 底 層 水温.

Pig.  3　Disti･ibuiion ｏ卩 ｅｍｐｅrａtｕIle in Ihe bottｏｍ wａ･

tｅrｓ around Ihe Caly, μ01ｙjlacom す叭ln16cs ｏr【

HaUushima Island.

の 拠 常 が 報 占 さ れ て い る （ 人 Ⅲ ほ か ，1987 ）。 た

だ し 。 塩 分 濃 度 に は 有 為 な 麓 八 は, 忍 め ら れ な か っ



た（図４）。

前述の異常は。コロニーの場所に限定される点

から。海底下からの熱せられた海水の供給に起因

するものと推定される。この地点で地般熟流量が

高い（Ｆｕjioka et aj.｡1989）ことからも，こ の推

定は裏付けられる。

３．３　底　　 質

３．３．１　粒 度 分 布

図５に初肉冲シロウリ貝コロニー周辺の底貿を

表した。

この図は，「しんかい2000」の潜航調査におい

て，これまで撮影されたビデ オ責料に基づいて航

跡図に編集・図化した後，地形図に投影して作成

した。

こ の図によると，底貿は，屁底・含礫泥底およ

び基盤岩に三分される。基盤岩は，北側ないし北

襾斜面上に露出する。岩貿は主に安山岩ないし玄

武岩溶岩からなる。 基盤岩の周辺には含礫泥底が

分布する。礫は，角礫からなり。かつ基盤岩を構

成する岩石’と岩質が共迦する。このことから。こ

れら礫は周辺に分布する基盤岩に由粢すると考え

られる。泥底は， 初鳥沖シロウリ貝コロニー周辺

に分布する。コロニー内部には，白色の膜状の物

質が堆積物の表面を覆う。

3.  3.  2　 堆積物の色

泥底の色はコロニー内部において，シロウリ貝

に接する泥は黒色を呈するが，その外側には帶オ

りープ色茶色をlilする泥が分布する。

コロニーの周辺の泥は。表汕iが照色で，内部は

帯オリーブ色灰色を呈する。

コロニーが認められない地点の試科において，

熱JIli●では帝灰色 オリーブ 色であり，相模川沖

(111-1) の試料は蕾オリーブ色茶色を呈する舵。

試料111-2 は悁灰色緑色および試科178は表面が黒

色の昏オリーブ色灰色を111する泥である。

以 上 を まと め る と 試 科111-2 と218, 試 科

111-1, 216 と217. 試料178, 177 と222-1はそれぞ

れ頬似した色を呈する。

コロニー内部であっても，堆積物の色の分布か

らシロウリ貝に椄した場所には還元環境が，その

周辺には酸化環塊が存在していると･問断した。



3.  3.  3　 含　 泥 率

含泥率は，コロニー内移で著しく低い｛20 ％｝

こと を除けば，60S 以上である。（図６）。 後軒

は，西lh 日本沖太平洋の人陸棚斜面上の含泥半と

ほぼ同じである。

堆積物の色と含泥宰 からは。%JII および相模i･11

018 ）の試科は，西南日本illl太平洋涓1;1で分布し

ている底貿に比較でき，通常の環境下で堆積した

ものと判断される。

４．有孔虫の産出状況

図7 ～10に有孔虫の産出に闖する各種の試料を

地形図 上に表した。

４．１　定量試料中の個体数

ここでは，底貿試科ｌｇ当りに含まれる浮遊性

または底生右孔虫の遺骸数｛各々浮遊性 有孔虫

数，底生布孔虫数｝を指す。

浮遊性有孔虫数は相模沖｛第Hli 黔航｝で最小

値( １～ ３)， 初鳥沖( 第117 潜航) で 最大値

(231) を取 る( 図 ７)。 シロ ウリ貝ワ ロニーで

は。内部で も周辺でも30一一50の値である。この値

は，他の試料と比べて有意に低いとは言えない。

底生有孔虫数の値は，100～200 の範囲にある。

浮避性有孔虫数と同様に相模川沖で最小値を示す

(図８)。

４． ２　浮遊性有孔虫の比

全有孔虫の個体数に対する浮避性有孔虫の個体

数の比を図９に示した。この値は，シロウリ只コ

ロニーの試料では著しく低く20～30％である。さ

らに，柑杖川沖では10 ％以下の値を示す場合もあ

る。そして，コロニ一の存在しない熱川沖の試料

で さえ50 ％を疆かに越える程度であ る( 図 ９)。

西南E]本沖太平洋では，同穐皮の水深の試料で の

比 率 は80 ％ を 越 え る( 秋 元, l989;Akimoto.

1990)。このように低い値を示す原囚としては。

火層水中の浮遊性有孔虫の個体数が少ないか，あ



Ｍ ８　 底 生 布 孔 虫 数 の 分 布.

Fig.  8　Distribution of bcnthie for ａｌｉｎｉｆｅrａｌ number.

る い は 沈 降 ま た は 堆 積 中 に 溶 解 が 考 え ら れ る 。 と

こ ろ が ， 表 層 水 中 の 浮 遊 性 有 孔 虫 の 個 体 数 は ， 西

IS 日 本illl太 平 洋 の そ れ と 比 較 し て も 遜 色 が な い 。

ま た ， 底 生 布 孔 虫 数 に は ， 異 常 が 認 め ら れ な い 。

こ れ ら の こ と か ら ， 沈 降 過 程 で の 溶 解 が 原| 刈 と 考

え ら れ る 。

4.  3　 膠 着 質 種 の 比

庭 生 有 孔 虫 は ， 石 灰 質 核 と 膠 着 貿 ｛ 砂 質 ｝ 種 の

２ つ の グ ル ー プ に 分 け ら れ る 。 全 底 生 有 孔 虫 の 個

体 数 に 対 す る 後 者 の 割 介 が 膠 着 貿 種 比 ｛ Ａ/ Ｔ

ratio) で あ る 。

初 励 沖 シ ロ ウ1 八1 コ ロ ニ ー で は ， 膠 粁 質 種 の 割

合 は10 ％ 以 下 で あ る 。･･･ 方 ， 相 模J【lilll,貮 科 で は 比

較 的 高 い 値 を 示 す ｛I;11 ｝Oj。 ‥･般 に 。 こ の 佶 は 水

塊 のpll （Oki and lla ｙｏ ａｋａ.1978;Oki. ）989 〕 お

よ び 水 深fAk1111 ・t０.1n pl･ess) に 閥 係 し て い る 。

こ の 中 で ， 比 較 的 商 率 の 俯 を 小 す 相 模 川ill口 試 料

111 －り にlj コ ロ ニ ー は 認 め ら れ な い も の の ， 底

1119　imn 有孔 虫比の分布

Fig. g　Distribution ol planiuoiuc foramini  for/total

f・「ａ●inikrralio （ ％3.

貿 が 赤 色 を荀=ぴ る こ とを 考 慮 す る と ，特 異 な 環境

に あ るも の と 推察 さ れる。

５ ． 有 孔 虫の 分 布

各底 質 試 料 よ り産 出 し た 巌 生 有孔 虫は ， ４ 主 要

桟(@111 ～ ）4） と随 伴 種 の組 合せ に より ， 以 下の

特 徴 を有 す る ４唯 生 布孔 虫 群 災に|9 分 され る。

5. ，I　SI,1,1ｓI,I。a striata 群 集

〈優 占 種 〉Bulimina striata

〈 水 深 〉1070 ～1 121n ，

〈深 皮 帶 〉中 部漸 深 海 帯上 部

く底 貿 ）帶 オリ ーブ 色 茶色 ま たは帯 灰 色 オIJ － ブ

色 をＭ する 泥

く地 形 ） 人陸 棚 斜 面 基 部の 傾 斜 の屈 曲 郤 （ シロ ウ

リ1! コ ロニ ー内 部お よ び周 辺 を介 む ）

く試 料>  111-2.  120.  2 】7, 222-2



図10 11; 面 貿 挫Jｔの 分 布

Fig.10 Disl 「ib･ilion of aal ｕlil･iaicd Saralli●ilcl･/total

bcathic  foraminifer  ratio  {%)｡

5.2　81111111111a striata -jtldjjlf φ ㎡oides

sp.  A 群 集

〈鯲ljiaC 〉 日11111躙illa striata

〈随 伴 穐 〉jtI,ljl，rﾀｏ゙㎡aides  sp.  A

く水 深>  1110m

く深 度 帯 ） 中 部 漸 深 海 帯 上 部

く庭 貿 ） 帯 オIJ － ブ 色 茶 色 をlj1 す る 泥

〈 蚯 形 〉 シ ロ ウIJ 貝 コ ロ ニ ー 内 部

く献 料>  216

5.3　j? 。ljl，φ ㎡aidej Sp. A'CliMnili ・,i-

jla ｓllｒiｒｌｄａｌｇ 群 集

〈 優 占 稙 〉j?・IXleφ･･dl･ides ９. ／1

〈 随 伴 種 〉/111 ｓI ゆjlr・１･･li････I ｓｒ111･ll･11 ｡ 1jllli・li。９

striata.  Ciiiloslomella ovoidea ｡ （;joゐaidilllllig ●11･

rict･lala

く水 深 ）10?0 ～11 ｛｝｛｝nl

く深 度 帯 ） 中 儲 漸 深 洋 帯 上 部

（ 底 貿 ） 帯 オIJ － ブ 色 茶 色 ま た は 幣ji 色 緑 色 を･11

閃11 S｡lij｡uia ･lalal･ の 分 布

Fig.  II Distribution QI BI･lisjij･a ｓlyl‘lain （ Ｓ ）｡

す る 泥

〈 地 形 〉 シ ロ ウIJ 貝 コ ロ ニ ー 周 辺 と 相 模jll 抻 大 陸

棚 斜ii 基 部

く試 料>  111-1,  177

5.4　BI,lil,111Xlg a, Ｘヽｌｊｆａｌａ -B11jillijla

striata -CJiiloslw･lej 鈿 ０回jdｓ 群 集

〈 優 占111 〉 ＆ ぷ111111a acllleall

く随 伴tt>  BllfllMIKa ｓlria1● ， Qliｓ11 繝dla ovo 』･dl･ｓ.

絢1111011flli,ｌａ labradorica . RI,111e φ ㎡∂id6 ｓp. Ａ

〈 水 深 〉1125 －13351

〈 深 度 帯 〉 中 部 漸 深 海 帯 上 部

〈 底 質 〉 表 而 が 黒 色 で 内 郎 が オ リ ー ブ 色 灰 色 をlil

す る 泥

く地 形 ） 熱JIlilll大 陸 棚 斜 面 下 部 の 組 斜ｉ

く試 料>  178,  218.  220

こ れ ら の 中 で 初 島illlコ ロ ニ ー 近 傍 に 認 め ら れ た

の は. Ｓ。lioI･,la striata とj? 。jl,・ifontoirtes  sp, A を



多産する昨集である。初鵬沖シロウリ貝コロニー

に限定すれば.j3.sl,i。1．はコロニー内部の帯 オ

リーブ色茶色を呈する泥に産し酸化的環境に，Ｒ

．ｓｐ-Ａはコロニー岡辺の黒 色泥に産し還元環境

に，それぞれ適応していると判断される。

＆･liljII‘l･ａ acuieala が卓越する群集の種搆成は，

西南日本洌I北丙太平洋の中部漸深海帯に広く分布

する樋構成と類似する。また。群築はシロウリ貝

コロニーから距離をおいて分布する。

このことから，通詣の環境であれば，西南[|本

illl太平洋岸の中郁漸深海倡:上部と類似の稜砥成か

らなる群集が分布することが予想される。しかし

ながら，コロニー近傍でのl;4所的環境変化のため

に, B.  stri‘ａｌａおよびR.  sp. A を多産する群集が

優勢になっていると判断される。

６．譜　　 鷸

li.ｓp.Ａの産出頻度と海水中のメタンガス量の

急川とが一一一致する点から，群集組成の変化が深海

湖水現 象に 起因し ていると鞘鴪 した秋 元ほか

（1989 ）は.j?.sp. Ａ をコロニーに関係した1･Rと

考えた。しかしながら，今回の調査でコロニ ー内

郎の試科からは召｡strial。を主体とする群集が産

出し，尺. sp. A はコロニー周辺に分布することが

判明した。

コロニーの内部あるいは周辺に, B.  striat。お

よぴ1?, sp. A を主体とする群集が産出する原因

は，海底ａ［上の庭居水および堆積物の間隙水の化

学的性質の局所的変化によると考えられる。これ

は コロニー直上の海水温が周回 の温度より0.1℃

高いこと，および本海域の海水の温度一塩分の鉛

直変化に 輿常がない点(Gam 。｡・MI.｡1988 ）から

1111断した。さらに，柳水に含まれるメタンガス

は，シロウリガイコロニー周辺の地般熱流量とli･l

位 体比の結 果から火|IIガ ス起源と されている

｛Ｇａｍ０.11 aj.｡19883.したがって｡ ∂. striataお

よび/?. sp. A を多産する群集は，火|||性冷湧水

現象に伴う群集と刊断される。



閊11 CJtiL ・jla･･･flj● ・ 。･11印 の 分布

Fig. 14 Distribution  of Chil｡51.｡I｡!ｌａａ馴’dal（Ｓ ）｡

さ らに,  B.  striat・ お よ びj?.Sp. Ａ の 分 布 を 規

制 す る 環境 因子 を 考 察 す る 。 こ れま で 報 告 さ れ て

い る 環 境 囚子 の う ち， コ ロニ ー|佝都 と川 辺 で 翼 な

る と 考 え ら れ る の は 。 硫 化 水 素濃 度 （増 澤 ・ 半

田 ，1989 ）， 低 塩 素 量 （増 澤 ・半田 ，1987 ）， 硫 酸

還 元 の 存 在 （増 澤 ・ 半 田｡1989 ） 及 ぴ粒 度 で あ

る 。

庭 質試 料 の粒 度 は ， 相 佼 川 沖 で90 ％ ， 初 島illlシ

ロ ウ リ貝 コ ロニ ー では20 ％ と 異 な り ， 共 通 の 群 集

が 分 布す る こ と と 矛盾 す る。　　　　　　　 －

増 澤 ・ 半 田 （19873 は ， コ ロ ニ ー内 の仕状 試 科

の 間 隙 水 の 含 有 塩 素 量 が1.0 ‰ 減 少 し てい る と 報

告 し てい る 。 し か しな がら 。 通 常 の 海 洋 環境 下 で

も 壇 分 濃 度極 少 層 で は ， 塩 素 量 が0.6 ‰ 程 度 減 少

す る こ と を 考庫 す れば 。塩 素 最 の減 少 だけ で は 説

明 が 曜 しい 。

1?. sp.  A の 産 出 頻| 麦と メ タ ン ガ ス:;I;Cの 急 川 とが

一 致 す る 点 から ， メ タ ン濃度 は 分布 に 関係 し てい

る と推 察 さ れる か｡B.  striata と コ ロ ニ ーの 周 辺

で少ないことからメタンガスと逆相関であれば説

明できる。しかし，それではメタンガスの含まれ

ない試料中で多産しないことと 矛盾することか

ら。分布を規制する原囚とは考えにくい。

堋渾 一半田｛1989｝によれば。コロニー内部で

は硫化水素濃度が高く，硫酸還元が存在する。コ

ロ ニ ー内 部と 周 辺 で のこ れら の差 異 は，Ｓ.

slrialaと１.sp. Ａ の分布と調和的である。前者

はオリーブ色を帯びる茶色の泥から産出し。後者

は灰色を昏びるオリーブを呈する泥に多産するこ

とに示されるように。酸化一還元環境に関係して

いるようにみえる。ただし，相校)＼＼i･11 01卜1.

2 ）ではコロニーが存在せず，また堆積物の色と

前述２種の分布には初鳥沖と逆の傾向が認めら

れ。現在のところ矛盾なく分布を説明できない。

しかしながら，溶存酸素量は底生有孔虫の分布に

強く影響をおよぽすことが知られており，酸化－

還元環境に詞して今後続けて検討した。

７．今後の問題

現在，埓ノ山堆列上の沖ノ山堆および相模海丘

のシロウリ貝コロニーの底生右孔虫群集を，予察　。

的に調査している。その結果，illlの山堆のシロウ

リ貝コロニーより探集したシロウリ貝の殼に付着

していた底質試料からは, Reophax sp.が産出し，

またB.  striataとｇ.ｓp.Ａは相模海丘産群集では

貧産である。

前者からは， シロウリ貝は，共生する化学合成

細菌によって硫化水素を酸化することで生態系を

維持していると考えられてお り（坿澤・半田，

1989 ），この推論が正しいとすれば，当然シロウ

リ貝の生理に起因した環境変化が個体周辺で起き

ていることを示唆していると思われる。しかしな

がら，これまで初鳥沖シロウリ貝に付着する泥を

分析していないため，今後初鳥沖シロウIJ貝コロ

ニーで同様の岡査を行う必要がある。

後者からは。祠1の山堆列の冷水湧水の含有成分

の違いを反映している ものと思われる。実際。初

島沖，抻 の山坩で地殻然流量・Rnjl を比較す

る。後者に比べ前者が著しく高いことから，湧水

の起源 が異な るとの指抽 もある（吉¶IIほか，

1989 ）。

Ｂ.ｓf心細とR.  sp. A の分布に差ylを唯じさせ



る原 因 を含 め て上述 の 問艶 は.illl の【11堆 列 の シロ

ウ リ 貝 コロニ ーの 有孔 虫を 調 企 し。 初 島沖 の それ

と比 歓 する こ とに よ っ て明ら か にで き よ う。 とく

に 初 鳥沖 ， 沖 の 山 堆 列 の 有 孔 虫 の 分 布 を Ｑ モー

ド主 成 分分析 に よ り解 析 を 賦 み る， あ るい は 秋 元

ほ か0989)｡ 北 里(1989) に よ っ て指 摘 さ れ た

共生 劔|佃 の 有 無 ・秡 額 ・代謝 等 を。 細 胞 段|茗で 調

査す る ことは 有 効な 手 段 と考 え られ る 。
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表１｢ し んかい20(X)｣ に よって得られた相模湾産現tll｣底 止 有孔虫

Table.  1　Dislrition Chart of Recent benthic foraminifcra  ft･０譱Saganli Bay collected by

'` SⅢNKA12000"

SPECIES

AGGLUTINATED ＦＯＩ Ａｌ ｌｌ ＸＦＥＲＡ

Ａｌｖｅａｌ Ｏｐ ●ｒｌｌ ■ｉＵ・ ｒｌ ●ｇｅｎＳ ＩＳｒ ●ｄｙ ３

Ａ ．　　　　　 ＳＣ ｉｌ ｕｌｕ・ ｛ Ｂｒａｄｙ ｌ

為 ．　　　　　　 Ｓｌ ｂＳｌｅ ｂＯＳａ (G.O.Sars)

４ ，　　　　　 ●ｆｆ ． ｌ ＵｂｇｌＯｌ ＯＳｌ (G.O.Strs)

Ａ㎜ ＯｄｉＳｅｕＳ Ｓｐ･

９１ｔｈｙＳ ｉｐｈｏ ｎ ｓｐ
・
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